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( 1 ) 『三 国演義』 の ｢ 七 実三 虚+ に つ い て

元

来
明

初
の

人

羅
貫
中
の

作
と
い

わ

れ

る

『

三

国
演
義
』

が
､

宋
･

元

以

来
民

間
で

行
わ

れ

て

き

た

｢

説

話
+

(

講

釈
)

や

戯

曲

に

の

っ

と

り

な
が

ら
､

正

史
の

『

三

国
志
』

や

そ

の

他
の

史
書
に

ょ
っ

て

部
分

的
に

誤
り

を

正
し
､

か

つ

大
い

に

増
補
し

て

集
大

成

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

こ

と
は

周

知
の

通
り
で

あ

る
｡

魯
迅
の

言
を

借
り

れ

ば
､

｢

み

な

陳
寿
の

『

三

国

志
』

お

よ

び

糞
松

之

の

注

に

照

応
さ

せ

て
､

時
々

ま
た

口

語
体
を

採
用

し
､

そ

し
て

敷
街
を

加

え

で

作
っ

た

も

の

で

あ
る
｡

議
論
の

と
こ

ろ

は

か

な

り

習

整
歯
､

孫
盛
の

言

葉
を

取
り
､

そ

の

う
え

盛
ん

に

｢

史
官
+

お

よ

び

｢

後

人
+

の

詩
を

引
い

て

い

る
｡

し

か

し

旧

史
に

準
拠
す
れ

ば

描
写

が

困

難
に

な
る

し
､

虚
構
を

碓
え

る

と

曖
昧
に

な

り

が

ち

だ
､

だ

か

ら

明
の

謝
肇

潮
(

『

五

井

姐
』

十
五
)

は

『

大

乗
則

近

腐
』

(

あ

ま

立

間

祥

介

り

に

史
実
ど

お

り
で

は

陳
腐
に

近
い
)

と
い

っ

て

い

る

が
､

清
の

章
学
誠
(

『

丙
辰

雄
記
』
)

は

ま

た

そ

の

｢

七

実
三

虚
惑
乱
観

者
+

(

七

分
本

当
で

三

分
ウ

ソ

で

観
る

も
の

を

惑

乱
さ

せ

る
)

を

非
難

(

1
)

し

た

の

で

あ
る
+

と
い

う
こ

と

に

な
る
｡

し
か

し
､

謝
肇
潮
の

非

難
ほ

と

も
か

く
､

章
学
誠
の

｢

七

実
三

虚
+

説
は
､

読
書
人
の

立

場
か

ら

す
る

非
難
で

あ

っ

て
､

観
点

を

換
え

れ

ば
､

｢

七

分

の

史

実
+

に

｢

三

分
の

虚
構
+

を

配

し

て
､

そ

の

｢

虚

構
+

を
も

｢

史

実
+

で

あ

る

か

の

如
く

見
せ

か

け
､

読
書
人
の

目
を

も

欺
き

お

お

(

2
)

せ

た

作
者
の

力

量
を

認
め

た

も

の

で

も

あ

る
｡

そ

れ

に

し
て

も
､

『

三

国
演
義
』

(

以
下

『

演

義
』

と

略
称
)

が

こ

の

よ

う

な

形
で

問
題
と

な

り

得
た

の

は
､

魯
迅
の

言
に

も

あ

る

よ

う
に

正

史
の

『

三

国

志
』

を

ほ

じ

め

と

す
る

数
々

の

資
料
が

す
で

に

あ
っ

た

か

細
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ら
で

あ

り
､

こ

れ

が

も

し

『

水

清
』

の

よ

う
に
､

｢

一

実
九

虚
+

的

作
品
で

あ
っ

た

ら
､

ほ

じ
め

か

ら

問
題
に

も

な

ら
な

か

っ

た

は

ず
で

あ

る
｡

小

文
で

は
､

『

演
義
』

か

ら
二

三

の

人

物
を

取
り

上

げ
､

そ

れ

ぞ

れ

の

人

物
の

特

定
の

事

項
に

つ

い

て

の

正

史
(

会
社

之

注
を

含
む
)

そ

の

他
の

資
料
と

元

刊
本

『

三

国
志

平

話
』
､

『

演

義
』

に

お

け

る

記
述
を

摘

記
､

比

較
し
､

そ

れ

ぞ

れ

の

人

物
像
の

形
成

過

凝
を

た

ど
っ

て

み

て

み

よ

う

と
思

う
｡

あ

る

い

は
､

近
世

中

国
の

小
説

作
者
お

よ

び

そ

の

作
者
の

背
後
に

控
え

る

尤
大
な

小

説
読
者
の

小

説
観
を

探
る

手

掛
り

に

で

も

な

る

の

で

は

な
い

か

と

･
(

3
)

思

う
か

ら
で

あ

る
｡

β4 6

『

演
義
』

が

劉
･

関
･

張
三

人
が

義
兄

弟
の

盟
約
を

結
ぶ

｢

桃

園
結
義
+

か

ら

始
ま

る

の

は

『

三

国
志

乎

話
』

(

以

下

『

平

話
』

と

略
称
)

に

す
で

に

あ

る

と
こ

ろ

だ

が
､

三

人
の

扱
い

方
.
に

つ

い

て

ほ

大
き
な

遠
い

が

あ

る
｡

ま

ず
正

史
の

劉
･

関
･

張
各
伝

お

よ

び

『

平
話
』

･

『

演
義
』

の

そ

れ

ぞ

れ

冒

頭

を

引

用

し

て

み

る
｡

(

傍
点

は

筆

者
)

｢

萄

志
+

『

平

話
』

｢

先

主
伝
+

先

主

姓
劉
､

語
備
､

字
玄

徳
､

辣
郡

辣

県

人
､

漢
景
帝
子

中

山

埼
玉

勝
之

後
也
｡

〔

中
略
〕

先

主
少

孤
､

与

母

販

履
織

席
為

ヽ

ヽ

業
｡

〔

中

略
〕

先

主
不

甚

楽

読
書
､

喜
狗

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

馬
･

音
楽
･

美
衣

服
｡

身
長
七

尺
五

寸
､

垂

手
下

膝
､

顧
白
見
其
耳
｡

少

語
言
､

書

下

人
､

喜
怒
不

形
於
色
｡

好
交

結
豪
快
､

｢

桃
園
結
義
(

こ
+

講
説
一

人
､

姓
関
名

羽
､

字
雲

長
､

乃

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

平
陽
蒲
州
解

良
人

也
｡

生

得
神
眉
鳳
目
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

札

贅
､

面

如
紫
玉
､

身
長
九

尺
二

寸
､

喜

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

看
春
秋
左

伝
｡

観
乱

臣

賊
子

伝
､

便
生

怒

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

惑
｡

因
本
県

官
員
資

財
好
賄
､

酷
害
黎
民
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

将
県

令
穀
了
､

亡

命
逃

遁
､

前
往
泳
郡
｡

不

因
超

難
身
漂
泊
､

忠

通
分

金
重

義
知
｡

『

演

義
』

｢

第
一

回
+

且

説
張
角
一

軍
､

前
犯

幽

州

界
分
｡

幽

州

太

守
劉
意
､

{

中

略
〕

随

即

出

樟

招

募

義
兵
｡

梼
戊

行

到

蘇
原
､

引

出
蘇
県

中
一

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

個
英
雄
｡

部
人

不

甚
好
読
書
､

性
寛
和
､

寡
言

語
､

喜

怒
不

形

於
色
｡

素
有
大
志
､

専
好
結
交
天
下

豪
傑
､

生

得
身
長
七

尺
五

寸
､

両

耳
垂

肩
､

双

手

過

膝
､

目

能
白

顧

ト

l
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年
少

争
附
之
｡

中
山

大

商
張
世

平
･

蘇
双

等
貿
累
千

金
､

販

馬
周

旋
於

漆
郡
､

見

而

異
之
､

乃

多
与

之

金

財
｡

先

主
由

是
得
用

合
従
衆
｡

｢

関
羽

伝
+

関
羽
､

字

雲

長
､

本
字
長

生
､

河

東
解

人

也
｡

亡

命
奔
泳
郡
｡

先

主

於
郷

里

合
従

衆
､

而

羽

与

張
飛

為
之

禦
侮
｡

先

主

為
平

原

相
､

以

羽
･

飛

為
別

部
司

馬
､

分

統
部

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

曲
｡

先

主

与
二

人

寝
則
同

林
､

恩
岩

見

弟
｡

而

桐

人

広

坐
､

侍
立

終
日
､

随
先

主

周

旋
､

不

避
難
難
｡

〔

中

略
〕

初
､

官

公

壮

羽

為

人
､

両
案
其
心

神

無
久
留
之

意
､

謂
張
遼

日
､

｢

卿
試
以

情
間
之
｡

+

既

而

遼
以

間
羽
､

ヽ

羽

数
日
､

｢

吾
極
知
曹
公

待

我

厚
､

然

吾

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

受
劉
将
軍

厚
恩
､

誓
以

共

死
､

不

可

背
之
｡

吾
終
不

留
､

吾
要

当

立

効
以

報

曹
公

乃

去
｡

+

遼
以

羽

言
報

曹

公
､

官
公

義

之
｡

〔

注
〕

『

博
子
』

日
､

遼

欲

自

太

祖
､

恐

太

祖

穀
羽
､

不

自
､

非
事
君

之

道
､

乃

欺

却
説
有
一

人
､

姓
張
名

飛
､

字
異
徳
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

乃

燕
邦

漆
郡

花
陽
人

也
｡

生

得
豹

頭
環
限
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

燕
頚
虎
安
､

身
長
九

尺

余
､

声
若
巨

鐘
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

家

豪
大

富
｡

因
在
門

首
閑
立
､

見
関
公

祷

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

前
週
､

生

得
状
貌
非
俗
､

衣

服
藍
嬢
､

非

是
本
処

人
｡

縦
歩
向

前
､

見

開
公

施
礼
｡

関
公

還

礼
｡

飛

間

日
､

｢

君

子

何

往
｡

甚

州

人

民
｡

+

関
公

見
飛
問
､

観

飛

貌
亦

非

凡
､

言
日
､

｢

念
某
河
東

解

州

人

民
､

因

本

県

官
虐
民

不

公
､

吾
穀
之
｡

不

敬
郷

中

住
､

故
来
此

処

避
難
｡

+

飛

見

関
公

議
畢
､

乃

大
丈
夫

之

志
｡

遂

遊
関

公

於
酒

車
中
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

･

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

飛

叫
量
酒
､

将
二

百

銭
酒
来
｡

主
人

応
声

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

而
至
｡

関
公

見
飛

非
草
次

之
人
､

説
話
言

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

談
､

便
気
和
酒
尽
｡

関
公

儀
待
還
盃
､

乃

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

身
辺

無

銭
､

有
難
難
之

意
｡

飛

日
､

｢

宝

有

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

此

理
｡

+

再

叫
主

人

将
酒

来
｡

二

人

把

蓋

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

相

勧
､

言
語

相

投
､

有
如
実
旧
｡

正

是
､

竜
虎
相

逢
日
､

君

臣
慶
会
時
｡

説

起
一

人
､

姓
劉
名

備
､

字
玄
徳
､

漆

共
耳
､

面

如

冠
玉
､

唇
若
塗
脂
､

中

山

埼

玉

劉
勝
之

後
､

漢
景
帝
閣
下

玄

孫
､

姓
劉
､

名

備
､

字
玄
徳
｡

〔

中

略
〕

玄

徳

幼

孤
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

事
■母
至

孝
､

家

貧
､

販

履
織
帝
為

業
｡

〔

中

略
〕

当
日

見

了

横
文
､

慨
然
長

嘆
｡

随
後

一

人

属
声
言
日
､

｢

大

丈
夫

不

与

国

家

出

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

力
､

何
故
長
嘆
｡

+

玄
徳
回

視
其

人
､

身
長

八

尺
､

豹
頭
環
眼
､

燕
窓
虎
崇
､

声
若
巨

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

雷
､

勢
如
奔
馬
｡

玄

徳
見

他

形

貌
異

常
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

問
其
姓
名
｡

英
人

日
､

｢

某
姓
張
､

名

飛
､

字
巽
徳
｡

世

屠

蘇
郡
､

頗
有
荘
田
､

売
酒

屠
猪
､

専
好
結
天

下

豪
傑
｡

恰
挽
見
公

看

樟
而
欺
､

故
此

相

聞
｡

+

玄
徳
日
､

｢

我

本

漢
窒

宗
親
､

姓
劉
､

名

備
｡

今
閲
黄
巾
侶

乱
､

有
志

欲
破

賊
安
民
､

恨
力

不

能
､

故

長
歎
耳
｡

+

飛
日
､

｢

吾

頗
有
資
財
､

当

招

募
郷

勇
､

与

公

同

挙

大

事
､

如
何
｡

+

玄

徳
甚

菩
､

遂
与

同

入

村
店
中
飲
酒
｡

正

飲

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

間
､

見
一

大

漠
､

推
着
一

輔
車
子
､

到
店

門
首

歓
了
､

入

店
坐

下
､

便
喚
酒

保
､

｢

於

脚

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
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日
､

｢

公

君

父

也
､

羽

兄

弟

耳
｡

+

遂

自
之
｡

0｢

張
飛

伝
+

ヽ

ヽ

ヽ

張
飛
､

字
巽
徳
､

辣
郡
人

也
｡

少

与

関

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

羽

供
事
先

主
｡

羽

年
長
数
歳
､

飛
兄

事
之
｡

郡

苑
陽
県
人

氏
､

乃

漢
景
帝
十

七

代
賢
孫
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

中
山

靖
王

劉

勝
之

後
､

生

得
竜

準
鳳
目
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

蔑
背
湯
肩
､

身
長
七

尺
五

寸
､

垂

手
過

膝
､

語
言
喜
怒
不

膠

於
色
､

好
結
英
豪
､

少

孤
､

ヽ

ヽ

ヽ

与
母

織

席
窮

履

為
生
｡

〔

中

略
〕

徳
公
不

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

甚

楽
読
書
､

好
犬

馬
､

美
衣

服
､

愛
音
楽
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

当
日
､

因
販

履
於
市
､

売
詫
､

也

来
酒
店

中
買
酒

喫
｡

ヽ

ヽ

.
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

関
･

張
二

人

見
徳
公
生

得
状

貌
非
俗
､

有
千

般
説

不

尽

底
福
気
｡

関
公

遂

進
酒

於
徳
公
｡

公

見
二

人

状
貌
亦
非
凡
､

甚
喜
､

也
不

推
辞
､

接
蓋
便
飲
｡

飲
罷
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

張
飛

把

表
､

徳
公

又

接

飲
罷
｡

飛

遊
徳
公

ヽ

ヽ

同
坐
､

三

盃

酒
罷
､

三

人

同

宿
､

昔

交
便

気
和
｡

有
張
飛

言
日
､

｢

此

処

不

足

唱
坐

処
｡

二

公
不

棄
､

就
倣
宅

聯
飲
一

盃
｡

+

二

公

見

飛

言
､

便
随
飛

到
宅

中
｡

後
有
一

桃

園
､

園
内

有
一

小

字
｡

飛

逐

遊
二

公
､

亭

上

置
酒
､

三

人
歓

飲
｡

飲
間
､

三

人

各
序

年
甲
､

徳
公

最
長
､

関
公

為
次
､

飛

最
小
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

以

此

大

著
為
兄
､

小

者
為
弟
｡

宰
白
馬

祭

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

掛
酒
来
吃
､

我

待
避
入

城
去
投
軍
｡

+

玄
徳

淵

ヽ

ヽ

ヽ

看
英
人
､

身
長
九

尺
､

常
長
二

尺
､

面

如

重

来
､

唇
若
塗

脂
､

丹
鳳
眼
､

臥
蚕

眉
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

相

貌
堂

堂
､

威
風
凍
凍
｡

玄

徳
就
遊
他

同

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

坐
､

叩

其
姓
名
｡

〔

中
略
〕

玄
徳
遂
以

己

志

ヽ

ヽ

告
之
｡

雲
長
大

菩
｡

同

到

張
飛

荘
上
､

共

議
大

事
｡

飛
日
､

｢

吾

荘

後

有
一

桃

園
､

花
開
正

盛
｡

.
明
日

当

於
園
中
条
告
天

地
､

我
三

人

結
為
兄

弟
､

協
力

同
心
､

然
後
可

図
大

事
｡

+

玄

徳
･

雲
長
斉

声
応
日
､

｢

如

此

甚
好
｡

+

次
日
､

於

桃

園
中
､

備

下

島

牛
白
馬

祭
礼
等
項
､

三

人

焚
香
再
拝

両
説

誓
日
､

｢

念
劉

備
･

関
羽
･

張

飛
､

雄

然

異
姓
､

既
結
為
兄

弟
､

則
同
心

協
力
､

救

困

扶
危
､

上

報
国
家
､

下

安
黎
庶
､

不

求

同
年
同

月

同

日

生
､

但
願
同

年
同
月

同
日

死
｡

皇
天

后
土
､

実

望
此

心
｡

背
義
忘
恩
､

天
人

共

致
｡

+

誓
畢
､

拝
玄
徳
為
兄
､

関
羽

次

之
､

張
飛

為
弟
｡



ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

天
､

殺
烏
牛
祭
地
｡

不

求

同
日

生
､

只

顧

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

同

日

死
｡

三

人

同

行
同

坐

同

眠
､

誓
為
兄

卦
｡

( 5 ) 『三 国 演義』 の ｢七 実三 虚+ に つ い て

次
に

主

と

し
て

傍
点
を

付
し

た

箇
処
に

つ

い

て

検
討
し
て

み

よ

ゝ

フ
〇

一

､

『

乎
話
』

･

『

演
義
』

で

は

劉
備
･

関
羽
･

張
飛

は

義

兄

弟

の

盟

約
を

結
ぷ

-
結
義

-
が
､

正

史
に

よ
っ

て

見
る

か

ぎ
り

そ

の

事
実
は

な
い
｡

た

だ

し
､

｢

関

羽

伝
+

･

｢

張

飛

伝
+

に

そ

れ

に

近
い

関
係
が

あ
っ

た

こ

と
は

述
べ

ら

れ

て

い

る
｡

張
飛
は

関
羽

に

兄

事
し

て

い

た

し
､

劉
･

関
･

張
は

情
に

お

い

て

は

兄

弟
同

然

で

あ
っ

た
｡

か

つ

ま
た
､

共
に

死
ぬ

こ

と
を

誓
い

あ
っ

た

伸
で

も

あ
っ

た
｡

し
か

し
､

義
兄

弟

-
｢

異
姓

兄

弟
+

-
で

あ
っ

た

(

4
)

と

ほ

書
か

れ

て

い

な
い

し
､

張
飛
が

関

羽
に

｢

兄

事
+

し

た

と
い

つ

か

う
の

も
､

お

そ

ら

く
は

文
字
通

り

兄
の

よ

う
に

事
え

た

と
い

う
だ

(

5
)

け

で

あ

ろ

う
｡

さ

ら
に
■
｢

魂
志
･

劉
嘩
伝
+

に

は

｢

且

関
羽

与
備
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

義

為
君

臣
､

恩

猶
父

子
+

な

る

こ

と

ば
が

あ
り
､

劉
備
と

閑
･

張

と
の

信
頼
関
係
が
､

一

般
の

君

主
と

臣
下
の

関
係
を

越
え

る

も
の

で

あ
っ

た

も
の

の
､

義
兄

弟
で

は

決
し

て

な

か
っ

た

こ

と
を

証
明

し

て

い

る
｡

二
､

三

人
の

肉
体

的
特

徴
に

つ

い

て
､

正

史
で
′
は

劉
備
に

つ

い

.

て

い

さ

さ

か

触
れ

ら
れ

て

い

る

ほ

か
､

関

羽

に

つ

い

て

は

彼
が

｢

美
奉
賛
+

で

あ
っ

た

こ

と

が

｢

関

羽

伝
+

に

見
え

る

だ

け
で
､

張
飛
に

つ

い

て

は

全
く

書
か

れ

て

い

な
い
｡

彼
ら
の

そ

う
し
た

特

徴
は
､

説

話

-
講
釈

-
の

普

及
･

発
展
に

と

も

な
っ

て

形
成

さ

れ

た

も
の

で
､

晩
唐
に

は

す
で

に

相
当

程

度
で

き

あ

が
っ

て

い

た

も
の

と

思
わ

れ

る
｡

李
商
隙
の
･
｢

購
児
詩
+

に

見
え

る

｢

或
は

張
飛
の

胡
を

虐
り
+

の

一

句
は
､

張
飛
の

表
面
が

子

供
に

ま
で

知

ら

れ

て

い

た

証

拠
で

あ

る
｡

｢

三

国
+

説
話
は

お

そ

ら

く

そ

の

頃

か

ら

大

道
芸
人
に

よ
っ

て
､

講
釈
や

人

形
芝
居
の

形
で

普
及

さ

れ
､

そ

れ

に

と
も

な
っ

て

『

平
話
』

に

お

け
る

劉
備
の

｢

竜
準
鳳
目
､

蔑
背
湯

肩
+

､

関

取
の

｢

神

眉
鳳
目
､

礼
賛
､

面

如

紫
玉
+

､

張
飛

の

｢

豹

頭
環
限
､

燕
頒
虎
崇
+

な
ど

と
い

う
個

性
的

容

貌
が

形

成

さ

れ

た

も
の

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

点
に

つ

い

て

『

演
義
』

が

ほ

と
ん

ど

『

平

話
』

を

踏
襲
し

て

い

る

の

は
､

こ

れ

が

す
で

に

民

衆
の

あ

い

だ

で

定

着
し
､

動
か

す
こ

と
が

で

き

な

か
っ

た

こ

と

を

物
語
っ

て

い

る
｡

9

三
､

『

平

話
』

の

主

人

公
が

張
飛
で

あ

る

こ

と
は

す
で

に

よ

く

朗
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知
ら

れ

て

い

る

が
､

そ

れ

は

こ

の

一

節
を

見
た

だ

け
で

も

わ

か

る
｡

中
国
の

講
釈

(

そ

れ

か

ら

発
達
し

た

通

俗
小

説
)

の

主

要
な

方
法

の

一

つ

に
､

人

物
･

風
景
を
.
描
く

場
合
､

客
観
的
描

写
を

極
力

避

け
､

そ

の

場
の

中
心

人

物
の

自
.

を

通

し

た

い

わ

ば

主

観
的
描

写
を

(

6
)

行

う
や

り

方
が

あ

る
｡

そ

こ

で

『

平
話
』

を

見
る

と
､

関
羽
の

説

明

が

あ
っ

て
､

次
に

張
飛
が

彼
を

見
か

け
て

声
を

か

け
る

と
こ

ろ

か

ら

話
が

展
開
す
る
｡

次
に

張
･

関
二

人

が

劉
備
を

見
､

張
飛
が

劉
備
に

同

席
す
る

よ

う

勧
め
る
｡

ま

た

こ

こ

に

は

引

用
し

な
か

っ

た

が
､

結
義
の

あ

と

単
身
｢

燕
主
+

(

燕
の

長
官
)

と

対

面

し

劉

備
を

推
挙
し

て

挙
兵
の

手

筈
を

と
と
の

え

る

の

も

張
飛
で

あ

る
｡

以

下
､

『

平

話
』

全

篇
を

通

じ

て

張
飛
一

人

舞
台
の

観
が

あ

る
｡

先
の

李
商
隠
の

詩
と

も

思
い

あ

わ

せ

る

と
､

初
期
の

｢

三

国
+

説

話
が

張
飛
を

主

人

公
と

し
て

語
ら
れ

て

い

た

の

ほ

確
か

な

よ

う
で

あ
る
｡

『

演
義
』

は

こ

れ

に

対

し
､

ま

ず

劉
備
が

張
飛

を

見
て

声

を

か

け
る
｡

関
羽

が

登

場
す
る

と
､

そ

の

容
姿
は

劉
備
の

目
を

通

し

て

語
ら
れ
､

劉
備
が

彼
に

同

席
を

勧
め

る
｡

そ

の

関
羽

も
､

『

平

話
』

と

『

演
義
』

で

は

全

く

違

う
｡

『

平
話
』

で

は

尾

羽

打
ち

枯

ら

し
た

逃
亡

者
と
い

う

姿
で

登

場
す
る

が
､

『

演
義
』

で

は

非
の

打
ち

ど
こ

ろ
の

な
い

偉
丈
夫
と

し
て

執
爽
と

登

場
す
る
｡

こ

れ

は
､

外
患
の

迫
っ

た

北

宋
末
に

彼
が

朝
廷
に

ょ
っ

て

神
林
化
さ

れ
､

そ

(

7
)

の

後
､

商
宋
一

代
を

通

じ
て

そ

の

神

格
化
が
一

層

強
め

ら
れ
■
た

の

甜り～

に

あ

わ

せ

て
､

民

間
で

も

彼
に

対

す
る

評
価
が

と
み

に

高
ま
っ

た

こ

と

を

反

映

し
た

も
の

で

あ

る
｡

後
で

触
れ

る

元

曲

｢

関
大

王

単

刀

会
+

な

ど
も
こ

う
し

た

流
れ

の

な
か

で

生

ま

れ

た

も
の

で

あ

ろ

う
が
､

こ

の

｢

桃
園

結
義
+

の

場
に

か

ぎ
り
､

張
飛
に

馳

走
に

な

っ

て

酒

を

香
り

返
そ

う
と

し
､

懐
中
に

金
の

な
い

の

に

気
が

つ

い

て

唇
を

か

む

義
理

堅
い

関
羽
の

方
が

よ

く

書
け
て

お

り
､

当

時
行

わ

れ

て

い

た

説
話
の

面

影
を

よ

く

伝
え

て

い

る
｡

四
､

『

平

話
』

は

上
･

中
･

下
三

巻
､

字
数
は

あ

わ

せ

て

約
八

千
八

百

字
あ

る
｡

こ

れ

に

対

し
て

『

演
義
』

ほ

約
七

十
三

万

四

千

字
､

十

倍
近

く
に

達
す
る
｡

『

平

話
』

は

講
釈
師
の

口

演
台

本
で

も
と

あ
っ

た

か

ら

梗
概
で

あ

れ

ば
よ

く
､

講
釈
師
が

｢

こ

れ

を

本
に

し

て

引
き

の

ば

し
て

口

演
し
､

大
い

に

波

潤
を

加

え

れ

ば
､

聴
者
を

(

8
)

悦
ば

せ

る

こ

と

が

で

き

る

か

ら
で

あ

る
｡

+

『

演
義
』

は

純

然
た

る

読
物
で

あ

る

か

ら

そ

う
は

い

か

な
い
｡

し

か

も
､

宋
･

元
の

説
話

や

戯
曲
で

人

物
像
も

鮮
明
に

な
っ

て

き
､

劉
･

関
･

張
三

兄
弟
､

な
か

ん

ず
く

劉
備
･

関
羽
の

美
化
が

意
識
的
に

進
め

ら

れ

た
｡

こ

こ

に

引
用
し

た

箇

処
だ

け
で

も
､

劉

備

の

場

合
､

『

志
』

に

｢

先

生

不

甚
楽
読
書
､

喜
狗

馬
･

音

楽
･

美

衣

服
+

と

あ
っ

て
､

『

平

話
』

が

そ

の

ま

ま

残
し

て

い

る

の

に

対
し
､

『

演
義
』

ほ
､

｢

不

甚
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楽
読
書
+

だ

け

残
し

て
､

｢

事
母

至
孝
+

の

四

字
を

わ

ざ

わ

ざ

追

加
し
て

い

る
｡

こ

の

点

は

次
に

述
べ

る

敵
役
と

し

て

の

曹
操
の

場

合
と

ま
っ

た

く

対

既
約
で

あ

る
｡

関
羽
に

つ

い

て

は

先
に

も

ち
ょ

っ

と

触
れ

て

お

い

た

が
､

第

六

十

六

回

｢

閑
雲
長
単
刀

赴
会
+

滋

ど

『

平
話
』

の

｢

関

公

単
刀

会
+

を

発
展
さ

せ

た

関
漢
卿
の

戯
曲

｢

関
大
王

単
刀

会
+

を

取
り

入
れ

て

関
羽

の

武

者
振
り

を
い

っ

そ

う
強
調

し

た
｡

も

し

正

史
に

よ
っ

た

な

ら
､

こ

の

と

き

毅
然
と

し

て

い

た

の

は

呉
の

魯
粛
で

あ

り
､

言
い

こ

め

ら

れ
て
一

言
も

な

か

(

9
)

っ

た

の

が

関
羽
と

し
な

け

れ

ば

な

ら
ぬ

は

ず
で

あ
る
｡

関
羽

は

神

格
化

さ

れ

た

だ

け
に

と

り

わ

け
こ

の

よ

う

な

形
で

の

美
化
の

度
合

か

ん

が

強
い
｡

た

と

え

ば

『

演
義
』

第
五

回
､

関
羽
が

酒
の

爛
が

さ

め

ぬ

う
ち

呂

布
の

武

将
章
雄
を

斬
る

く

だ

り

な

ぞ
､

｢

関

羽

伝
+

に

も

な

け

れ

ば
､

『

平
話
』

.
に

も

見
え

な
い
｡

華
雄

を

討

ち

取
っ

た

(

∽
)

の

は

孫

堅
で

あ
っ

た

の

を
､

関
羽
の

功
績
と

し
､

さ

ら
に

澗
酒
云

云

の

話
を

加
え

た

創
作
で

あ

る
｡

は

か

に

も

『

平
話
』

で

す
で

に

関
羽
が

真
相
の

部
将
顔

艮
･

文

醜
を

討
ち

取
り
､

ま

た

曹
操
の

部

将
察
陽
を

斬
る

く
だ

り

が

あ

ら

わ

れ

る

が
､

い

ず
れ

も

正

史
と

は

(

1 1
)

違
っ

て

い

る
｡

ま

た
､

関
羽

が

死

後
数
々

の

霊

験
を

あ

ら

わ

す

話

は
､

す
べ

て

『

演
義
』

で

は

じ

め
て

出
る

も

の

で
､

『

平

話
』

で

ほ

そ

の

死
が

｢

関
公

在
刑
州

東
南
､

困

於
山

嶺
｡

落

後
数
日
､

大

雨

降
■
後
､

説
呉
･

魂
両

国

官
員
重

刑
州
､

言
聖

帰

天
+

(

関

公

水

冷
子
禁
)

と

書
か

れ

る

だ

け
､

そ

の

後
関
羽
の

名
ほ
一

切

見
え

な

ヽ

○

-

∨

以

上
､

主
と

し

て

｢

桃
園

精

義
+

に

お

け

る

劉
･

関
･

張
三

人

の

人

物
像
の

変
遷
を

追
っ

て

み

た

が
､

こ

の

三

人

と

対

立

す
る

曹

挽
の

描
き

方
に

つ

い

て

次
に

見
て

み

よ

う
｡

二

親
を

湊
の

正

統
の

後
継
者
と

す

る

立

場
で

書
か

れ

た

陳
寿

の

『

志
』

は
､

｢

魂
志
+

の

み

｢

帝
紀
+

を

立

て
､

｢

萄
志
+

･

｢

呉

志
+

で

は

｢

先

主
･

後
主

伝
+

･

｢

呉

主

伝
+

と

列
伝
扱
い

を

し
て

い

る
｡

し

た

が
っ

て

｢

魂
志
+

の

｢

武
帝
紀
+

(

曹
操
伝
)

本

文

に

は

曹

操
に

対

す

る

批

判
的
言

辞
は

な
い
｡

し

か

し

去
注
に

は

呉
の

側
の

マ

イ
ナ

ス

人
が

書
い

た

『

曹
哺
伝
』

そ

の

他
が

収

録
さ

れ

て

い

て
､

彼
の

負

の

面
が

伝
え

ら

れ
､

本
文

と

あ

わ

せ

読
む
と

き
､

曹
操
の

立

体

的

人

間
像
を

思
い

描

く
こ

と
が

で

き

る
｡

一

方
､

｢

三

国
+

説

話
の

方
ほ
､

発
生
の

当

初
か

ら

局
を

正

統
と

す
る

立

場
で

語

ら

れ

て

い

た

ら

し
い
｡

蘇
拭
の

『

志

林
』

巻
六
に

見
え

る

｢

王

彩

管
云
､

云

(

㍑
)

々

+

の

記

事
は

そ

の

唯
一

の

手

掛
り

だ

が
､

劉
備

が

負
け
る

と

泣

ィ

･▲

き
､

曹
操
が

負
け
る

と

快
哉
を

叫
ぶ

と
い

う
子

供
た

ち
の

様
子
､

ぷ
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劉
備
を

君

子
､

曹
操

を

小

人

と

す
る

蘇
拭
の

コ

メ

ン

ト

を

見
る

と
､

北

宋
末
に

は

当

時
｢

説
三

分
+

と

呼
ば
れ

た

｢

三

国
+

説

話
で
､

曹
操
が

す
で

に

敵
役
と

し

て

定

着
し

て

い

た
こ

と
が

わ

か

る
｡

そ

れ

か

ら
二

百

年
余
り

し

て

出
た

『

平
話
』

で

も
､

む

ろ
ん

曹
操
は

敵

役
で

は

あ

る

が
､

上

巻
で

は

ま
っ

た

く
そ

の

気
配
は

な

く
､

む

し

ろ

劉
備
の

よ

き

理
解

者
と

し
て

語
ら

れ

る
｡

そ

し

て
､

中

巻
に

は
､
い

る

と
､

ま
っ

た

く

唐
突
に

皇

位
の

塞

奪
を
た

く

ら

む
｢

好
雄
+

と
し

て

描
か

れ

る
｡

『

平

話
』

が

講
釈

師
の

口

演

台

本

で

あ
っ

た

と

す
れ

ば
､

講
釈
師
は

口

演
す
る

に

あ

た
っ

て
､

曹
換
の

好
雄
た

る

所
以
を

繰
々

説
明

し
て

い

た

は

ず
だ

し
､

『

平

話
』

以

外

の

口

(

1 3
)

演
台

本
に

ほ

そ

れ

も

書
か

れ

て

あ
っ

た

か

も

し
れ

な
い
｡

『

平

話
』

は

と
に

か

く
一

貫
性
に

欠

け

て

い

る

が
､

『

演

義
』

の

作

者
は
､

牧
滑
･

陰
険
･

非
情
･

極
度
の

構

疑
心

な

ど
､

負
の

属
性
を
一

身

に

荷
っ

た

曹
操
像
の

一

貫
性
を

保
た

せ

る

た

め
､

先
の

劉
備
の

場

合
と

同

じ

方

法
を

用
い

て

香

定

的

人

物
像
を

作
り

あ

げ
て

い

る
｡

｢

魂
志
･

武
帝
紀
+

の

冒

頭
と

『

演
義
』

第
一

回
､

曹
操

紹
介
の

く

だ

り

を

比

較
し

て

み

よ

う
｡

咽
口
｡

叔
父

怪
而

其

故
､

太

祖
日
､

｢

卒
中

悪
風
｡

+

叔
父
以

告

嵩
｡

嵩
驚

愕
､

呼
太

祖
､

太

祖
口

貌
如

故
｡

嵩
間
日
､

｢

叔

父

言

汝
中

逢 之 併 日 奇 不 有 〔 祖 〔 孟 人
叔 於 蕩

､

也 治 権 中
一

注 徳 也 太

｢

武
帝

撃

父 嵩 無 太
0

行 数 略 名
〕 ､ ､

祖

彗表芸藁彗蒜虚妄雲層萎慧葺
覧宅簑璧碧会差等亮弓孟嘩琵
面 後 言 狗

』

之
､

､

瞞 太
0

字 詰
ヽ

0

変 喜 利 操 孟 入 官 身 住 打 走 宝

『

演

義
』

○

歌
0 ､

徳 也 拝 長 去 紅
0

引 穀
操 舞 操 小

○
､

騎 七 路 旗 忽 敗 到

要義霊室彗慧霊壷重義毒彗墓
操 多 猟 名 嵩

､

諌 繋
一

､ ､

路 , ･

港 横
'

古 生 宇 部
､

将 裁 尽 而 張
ヽ

2∂β

蕩
無
塵
､

嘗
怒

之
､

言
於

曹
嵩
｡

.
嵩
貴
操
｡

操

忽
心

生
一

計
､

見
叔
父

来
､

詐

倒
於

地
､

作
中

風
状
｡

叔

父

驚
告
嵩
､

嵩
急

視

之
､



風
､

已

差

乎
｡

+

太

祖
日
､

｢

初
不

中
風
､

但
失

愛
於

叔
父
､

政

見

岡

耳
｡

+

嵩
乃

疑
焉
｡

白

後
叔
父

有

所
告
､

嵩
終
不

復
信
､

太

祖
於
是

益

得

韓
意
兵
｡

挽

故

無

毒
｡

嵩
日
､

｢

戯

言
汝
中
風
､

今
己

愈
乎
｡

+

操
日
､

｢

児
自
来
無
此

病
､

因
失

愛
於
叔
父
､

政
見
岡

耳
｡

+

嵩

信

其

言
｡

後

叔

父

但
言

挽
過
､

嵩
並
不

聴
｡

因
此
､

挽
得

慈

恵

放
蕩
｡

｢

武
帝
紀
+

｢

演
義
+

( 9 ) 『三 国演義』 の ｢ 七 実三虚+ に つ い て

『

演
義
』

が

容
貌
･

身

長

な

ど

を

書
き

加
え

た

ほ

か

は
､

正

史

の

注
を

す
っ

か

り

利
用

し
､

彼
が

若
い

う
ち

か

ら
す

で

に

親
ま
で

歎
す
よ

う
な

恵
殊
な

男
で

あ
っ

た

こ

と

を

読
者
に

印

象
づ

け

よ

う

と

し
た

こ

と

が

よ

く

分
る
｡

こ

の

よ

う

な

｢

注
+

の

利
用
法
で
､

も
っ

と

極
端
な

例
が

第
四

回

に

見
え

る
｡

曹
操
は

董
卓
の

専
横
を

憎
ん

で

官
職
を

棄
て
､

故

郷

陳
留
へ

逃
亡

す

る

が
､

董
卓
に

指
名

手

配
さ

れ
､

中
牟
県
で

捕

え

ら
れ

る
｡

尊
い

義
侠
の

士
で

あ

る

県

令
の

陳
宮
に

救
わ

れ
､

二

人
で

逃
れ

る

途
中
､

旧

知
の

呂
伯
奮
の

家
に

立

寄
る

と
い

う
打

が

『

演
義
』

の

設

定
で

あ

る
｡

こ

の

部

分
､

『

平
話
』

に

ほ

も

ち

ろ

ん

な
い

の

で
､

｢

貌
志
+

と

『

演
義
』

と

を

抄
記

し

て

み

る
｡

な

お

『

演
義
』

で

ほ
､

こ

の

前
に

伯
奪
が

酒

を

買
い

に

出
る

こ

と
に

な
っ

て

い

る
｡

卓
表
太

祖

為
院
騎
校

尉
､

欲

与

計
事
｡

太

祖
乃

変
易

姓
名
､

間
行

東
帰
｡

〔

注
〕

『

親
書
』

日
､

太

祖

以

卓

終
必

覆
敗
､

遂

不

就
拝
､

逃
帰
郷

里
｡

従

数

騎
過

故

人

成

皐
呂
伯

奪
｡

伯
奮
不

在
､

英
子
与

賓
客

共

劫
太

祖
､

取

馬
及

物
､

太

祖

手

刀

撃

殺

数

人
｡

『

世

語
』

日
､

太

祖

過

伯
奪
｡

伯
奪

出
行
､

五

子

皆
在
､

備
賓

主

礼
｡

太
祖

白
以

背
卓
命
､

疑
英
国
己
､

手

剣
夜

穀
八

人

而
去
｡

孫
盛
『

雑
記
』

日
､

太

祖
聞

其
食
器

声
､

以
.

為
図

己
､

遂

夜
穀
之
｡

既
両

棲
愴

日
､

｢

寧
我

負

操
与

宮

坐

久
､

忽
聞
荘

後
有
磨
刀

之

声
｡

操
日
､

｢

呂
伯
奮
非
吾
至

親
､

此

去
可

疑
､

当

窃
聴

之
｡

+

二

人

潜

歩
入

草
堂

後
､

但

聞

人

語

日
､

｢

縛

而

穀
之
､

何

如
｡

+

挽
日
､

｢

是
英
｡

今
若
不

先

下

手
､

必

達
檎

獲
｡

+

遂

与

宮

抜
剣
直

入
､

不

問
男
女
､

皆
殺
之
､

一

連
殺
死
八

ロ
｡

捜
至

厨
下
､

却
見
終
一

猪
欲

穀
｡

宮
日
､

｢

孟

徳
心

多
､

誤
穀
好
人

兵
｡

+

急
出
荘
上

馬
而
行
｡

行
不

到
二

旦
､

只

見
伯

奪

駿
鞍
前

橋
懸
酒
二

瓶
､

手

括
果

菜
而
来
､

叫
日
､

｢

賢

姪
与

便
君

何

故

便

去
｡

+

2 ∂3
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人
､

帝

人

負
我
｡

+

遂

行
｡

操
日
､

｢

被

罪

之

人
､

不

敬
久

住
｡

+

伯
書
目
､

｢

吾

己

分

付

家

人

宰
一

猪
相

款
､

賢
姪
･

便
君

何

憎
一

宿
｡

速
請
転

騎
｡

+

操
不

顧
､

策

馬

便
行
｡

行

不

数

歩
､

忽

抜

剣
復

回
､

叫
伯
奪
日
､

｢

此

来

者

何

人
｡

+

伯

奪

回

頭
看

時
､

操
按
剣
軟
伯

奪
於

版
下
｡

宮
大

驚
日
､

｢

連

続

誤

耳
､

今

何

為

也
｡

+

操
日
､

｢

伯
奪
到

家
､

見

穀
死

多
人
､

安
肯
干

休
｡

若
率
衆
来
迫
､

必

達
其

禍

兵
｡

+

宮

日
､

｢

知

而
故
殺
､

大
不

義

也
｡

+

換
日
､

｢

寧

教

我

負
天
下

人
､

休
敦

天

下

人

負

我
｡

+

陳
宮

黙
然
｡

曹
捜
と

陳
宮

は

呂

伯

奮
の

家
の

者
が

馳

走
の

用

意
を

し

て

い

る

物
音
を

聞
き

と
が

め
､

豚
を

｢

縛
っ

て

殺
そ

う
+

と

い

っ

た

の

む
､

自
分

た

ち
に

向

け
ら

れ

た

も
の

と

勘

違
い

し
て
､

そ

こ

に

居

合
せ

出り〟

た

八

人

を

皆
殺
し
に

し

て

立

退

く
｡

そ

こ

へ

酒
を

買
っ

て

戻
っ

て

き

た

呂

伯
育
と

行
き

あ
い
､

伯

奪
ま
で

殺
し

て

し

ま

う
｡

陳
宮
の

｢

さ
っ

き
の

は

間

違
い

だ
っ

た

か

ら

仕
方
な

い

と

し

て
､

今

度
の

は

知
っ

て

い

て

し

た

も
の
｡

非
道
で

は

な
い

か
+

と
い

う

抗

議
は
､

読
者
の

声
を

代
弁
し

た

も
の

で

あ
る
｡

こ

の

挿
話
が
､

｢

武
帝
紀
+

に

付

け

ら
れ

た

｢

注
+

三

項
の

う

ち
､

『

世

語
』

と

『

鹿

記
』

か

ら
の

引

用

文
に

基
づ

い

て

い

る

こ

と
は

い

う
ま
で

も

な
い
｡

こ

れ

が

若
し

『

親
書
』

か

ら
の

引

用

文

に

よ

っ

て

い

た

ら

ど

う
な

る

か
｡

非
は

相

手
に

あ

る

の

だ

か

ら
､

曹
操
の

武
勇
諾
と

な
る

と
こ

ろ
で

あ

る
｡

も
っ

と

も

そ

れ

で

は
一

貫
性
が

崩
れ

て

し

ま

う
し
､

話
と

し

て

も

面

白
く

な
い
｡

『

演

義
』

の

作
者
は
､

彼
の

清
廉
心

の

強
さ

や

非

情
さ

を

強

調
し

ょ

う
と

し

て

こ

の

挿
話

を

作
っ

た

の

だ

が
､

そ

れ

が

か

え
っ

て

追
わ

れ

る

者

の

迫
切

し

た

心

理
を

リ

ア

ル

に

写

し

だ

す
こ

と
に

な
っ

て
､

作
者

が

預
期
し
た

以

上
の

効
果
を

生

み

だ

す
こ

と

に

な
っ

た

の

で

あ

り
､

曹
操
に

つ

い

て

は
こ

の

よ

う
な

例
が

多
い
｡

三

次
に

魯
迅
が

｢

諸

君
の

豊
富
な

智
略

を

描
こ

う
と

し

て

ほ

故
狩



( 1 1 ) 『三 国 演義』 の ｢ 七 実三 虚+ に つ い て

(

叫
)

に

し
て

い

る
+

と

評
し

た

孔

明
､

諾

葛
売
の

場
合
は

ど

う
か
｡

孔

明

は

『

演
義
』

の

立

役
者
の

一

人
で

あ
り
､

彼
が

劉
備
の

｢

三

顧

の

礼
+

に

こ

た

え
て

山

を

下

る

第
三

十

八

回

か

ら

百

周

回
の

死
に

い

た

る

間
､

読
者
は

彼
が

つ

ぎ
つ

ぎ
に

繰
り

出
す

妙
手
奇
策
に

目

を

見
張
る

ば

か

り

と
い

う
こ

と
に

な

る
｡

し

か

し

事

実
は

ど

う
だ

っ

た

か
｡

｢

局

志
+

の

｢

諸

葛
亮
伝
+

に

は
､

『

演
義
』

で

語
ら

れ

て

い

る

よ

う

な
は

な

ば

な

し
い

戦
闘

易
面
ほ
一

つ

も

な
い
｡

外

交

官
､

政

治
家

と

し
て

の

業
績
が

残
さ

れ

て

い

る

だ

け
で

あ

り
､

著

者
の

陳
寿

白
身
わ

ざ

わ

ざ

彼
の

政

治
的

手

腕
が

戦
略
戦
術
家
と

し

て

の

手
腕
よ

り

勝
っ

て

い

た

こ

と
を

書
き

添
え

て

い

る

ほ

ど

で

な

の

で

あ

る
｡

も
っ

と

も

陳
寿
が

こ

の

よ

う
に

言
っ

た

の

は
､

当

時
､

彼
が

名

将
と

し

て

知
ら

れ
､

そ

の

面
で
一

般
に

高
く

評
価
さ

れ

て

い

た

か

ら
で

あ

ろ

う
し
､

そ

の

俗
説
を

打
消
し
､

正

統
な

評
価
を

与
え

よ

う
と

し
た

か

ら
で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

ほ

歴
史
家
と

し

て

当

然

の

態
度
で

あ

る
｡

｢

三

国
+

説
話
は

そ

う
い

う
わ

け
に

は

い

か

な

い
｡

彼
ほ

や

は

り

奇

略
縦
横
の

大

軍
師
で

あ
っ

て

も

ら

わ

な

け
れ

ば

な

ら
な
い
｡

『

平

話
』

(

中
巻
)

で
､

｢

諾

葛

本

是
一

神

仙
､

自

小

学
業
､

時
至

中

年
､

無
害
不

党
､

達
天
地

之

機
､

神

鬼
敷
皮
之

志
､

呼
風
喚
雨
､

撒
豆

成

兵
､

揮
剣
成

河
+

と
､

妖
術

使
い

同

然

の

紹

介
が

行
わ

れ

る

の

ほ
､

こ

の

間
の

事
情
を

物
語
る

も

の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

孔
明
の

場
合
､

不

世

出
の

軍
師

と

い

う

面
で

の

記

録

が

正

史
に

ほ
一

切

な
い

の

だ

か

ら
､

『

平
話
』

以

前
の

台

本

作

者

た

ち
､

あ

る

い

は

『

演
義
』

の

作
者
も

困
っ

た

に

違
い

な
い
｡

う

ま
い

手
が

思
い

浮
か

ば

な
い

時
は
､

他
の

名

将
の

例
ま

で

借
用
し

･

な

け

れ

ば

な

ら

な
か

っ

た
｡

例
え

ば
､

『

演

義
』

第

四

十

回

｢

詔

.

葛
売
火

焼
新
野
+

で
､

孔

明
は

川
を

上

流
で

塞
き

と
め
､

下

流
に

曹
仁
の

大

軍
を

誘
い

こ

ん

で

お

い

て
一

気
に

押
し

流
し

て

し

ま

う

が
､

こ

れ

は

韓
信
が

浄
水
の

合
戦
で

楚
の

竜
且

の

大

軍
二

十

万

を

葬
っ

た

時
に

用
い

た

作
戦
で
､

『

史
記
･

准
陰
侯

伝
』

に

見

え

る

挿
話
を

借
用
し
た

も
の

で

あ
る
｡

『

平

話
』

で

は

こ

の

場
面

に

詳

し

く
は

触
れ

て

お

ら

ず
､

水

攻
め

に

し

た

と

あ

る

だ

け
だ

が
､

実

際
の

講
釈
で

は

す
で

に

『

演

義
』

の

よ

う
に

語
ら

れ

て

い

た

か

も

し

れ

な
い
｡

ま
た
､

孔

明
の

奇

智
を

遺
憾
な

く

発
揮
し

た

例
と

し

て

有
名

な

も
の

に

『

演

義
』

第
四

十

六

回

｢

用
寄

謀
孔

明

借
箭
+

の

く

だ

り

が

あ

る
｡

曹
扱
が

百

万
の

大

軍
を

ひ

き

い

て

長

江

北

岸
ま

で

攻

め

下
り
､

南
岸
の

呉
･

局
の

大

軍
と

対

時
し

た

時
の

こ

と
､

霧
に

乗

じ
て

船
を

漕
ぎ

出
し

た

孔
明
が
､

曹
操
の

陣
地
の

目

前
を

遊
曳

し

ー

h

J

て

挑
撰
し
､

雨
あ
ら

れ

と

射
か

け

ら

れ

る

矢
を

藁
た

ば

で

囲
っ

た

が



一

橋論叢 第七 十 八 巻 第三 号 ( 1 2 )

船
で

受
け

と

め
て
､

ま
た

た

く

問
に

十

万

本
の

矢
を

調

達
す
る

挿

話
で

あ
る
｡

『

演
義
』

で

は

こ

れ

は

赤
壁

の

合

戦

(

二

〇

八

年
)

の

前
哨
戦
と
し

て

い

る

が
､

実
際
に

同

種
の

事
件
が

あ
っ

た
の

は

そ

れ

か

ら

五

年

後
､

曹
操
が

濡
頚
に

攻
め

下
っ

て

孫

権
と

対

決
し

た

時
､

孫
権
が

や

っ

た

こ

と

で

あ

る
｡

｢

呉

志
+

の

｢

呉

主

伝

第

二
+

(

孫
権
伝
)

切

建
安

十
八

年
の

項
に

次
の

よ

う
に

見
え
る
｡

十

八

年
正

月
､

官
公

攻

滞
頚
､

権
与

相
拒
月

余
｡

曹
公

望

権

軍
､

欺
其
斉

粛
､

乃

退
｡

〔

注
〕

『

魂
略
』

日
､

権

乗
大

船
来
観

軍
､

公

使
弓

琴
乱

発
､

箭
著
其
船
､

船

偏
重

将
覆
､

棒
因
廻
船
､

復
以
一

面

受
箭
､

.
箭
均
船

平
､

乃

還
｡

っ

ま

り

孫

権
は

も

と

も

と

失
を

取
り
に

行
っ

た

も

の

で

は

な

く
､

片
方
に

矢
が

集
中
し
て

そ

の

重
さ

で

転

覆
し

そ

う
に

な
っ

た

た

め
､

向
き

を

変
え

て

反

対

側
に

矢
を

受
け
､

転
覆
を

免
れ

て

帰
っ

た
の

で

あ
っ

た
｡

『

平

話
』

で

は

こ

の

故
事
を

取

入

れ
､

赤
壁
の

前

哨

戦
の

一

つ

と

し
た

が
､

百
万

本
の

矢
を
せ

し

め

て
､

｢

丞

相
､

失

を
か

た

じ

け
な
い
+

と

呼

ば

わ
っ

て

曹
操
に

地

団

駄
踏
ま
せ

た

の

は
､

孔
明
で

は

な

く
て

周

稔
だ

っ

た
｡

『

演
義
』

作
者
は

こ

れ

を
･

借
り

て

孔
明
の

功
に

帰
し
､

孔
明

に

百

万

本
の

矢
を

調

達
さ

せ

る

よ

う

仕
向

け
る

役
に

周

喩
を

使
う
な

ど

し
て
､

棉
彩
あ

る

物
語
に

仕
上

げ
た

の

で

あ

る
｡

孔
明

が

五

丈

原
で

陣
没

す
る

く
だ

り

も

有

名

だ

が
､

｢

萄
志
●

浴
q

`

諸

葛
亮
伝
+

に

は
､

建
安
十
二

年
(

二

〇
七
)

の

項
に
､

其

年
八

月
､

売
疾

病
､

卒
干

革
､

時
年

五

十

四
｡

と

あ

り
､

漠
中
の

定

軍

山
に

埋

葬
す
る

こ

と
､

大

袈

裟
な

支

度
は

不

要
と

遺
言

し
た

こ

と

が

書
き

添
え

ら

れ

て

い

る

だ

け
で

あ

る
｡

『

平

講
』

巻
の

下

｢

秋

風
五

丈

原
+

の

項
で

は
､

こ

こ

が
､

又

数
日
､

叫
楊

儀
･

姜
推
･

超
雲
衆
大

尉
近

前
｡

軍
師

実

而

告
日
､

｢

吾

死
､

可

将
骨
殖
帰

川
+
｡

衆
人

皆
泣

下
｡

当

夜
､

軍

師
扶
着
一

軍
､

左

手
把

印
､

右
手

掟

剣
､

披
頭
､

点
一

意
燈
､

用

水
一

盆
､

黒
鶏
子
｢

個
､

下

在
盆

中
､

圧

住
将
星
｡

武
侯
帰

天
｡

と
､

や

や

劇
的
に

な
る
｡

さ

ら
に

『

演
義
』

第
百

四

国

｢

隕
大

屋

湊
丞

相

帰

天
+

の

項
で

は
､

病
気

見

舞
の

勅
使
に

対

し
､

後
継
者

に

つ

い

て

遺
言

す
る

く

だ

り
が

追
加
さ

れ

る
｡

孔

明
日
､

｢

吾

己

知
公

復
来
之
意
｡

+

(

李
)

福
謝
日
､

｢

福

奉

天
子

命
､

間
丞

相

百

年
後
､

誰
可

任
大

事
者
｡

〔

中
略
〕

+

孔
明

日
､

｢

吾
死

之

後
､

可

任
大

事
者
､

蒋
公

瑛
其
宜

也
｡

+

福
日
､

｢

公

攻
之

後
､

誰
可

継

之
｡

+

孔
明
日
､

｢

費
文

偉

可

細

之
｡

+

福
又

問
､

｢

文

偉
之

後
､

誰
当

継
者
｡

+

孔

明
不

答
｡

衆
将
近

前

祝
之
､

巳

究
兵
｡



( 1 3 ) 『三 国演義』 の ｢ 七実 三 虚+ に つ い て

こ

の

問

答
は
､

明
ら

か

に

『

史
記
･

高
祖
本

紀
』

の

高
祖
と

呂

后
の

問
答
を

真
似
た

も

の

で

あ

る
｡

孔

明
の

盟

友
で

あ

り
､

『

演
義
』

で

ほ

孔

明
の

露
払
い

役
と

い

っ

た

形
で

登

場
す
る

徐
庶
の

説
話
は
､

同
じ

く

他
か

ら
の

借
用
で

あ
渇

が
､

･
『

平

話
』

が

ま

と

め

ら

れ

る

以

前
､

｢

三

国
+

説
話
の

揺

藍
期
と
も
い

え

る

時
代
に
､

同

時
代
に

行
わ

れ

て

い

た

他
の

説
話

を

そ
っ

く

り

取

入
れ

て

で

き

あ

が

っ

た

も
の

と

思
わ

れ

る
｡

徐
庶
に

つ

い

て

は
､

｢

諸

葛
亮
伝
+

の

本

文

と

｢

注
+

に

そ

の

事
跡
が

し
る

さ

れ

て

い

る
｡

儀
は

孔

明

を

劉
備
に

推
挙
し

て

し

ば

ら

く

ほ

孔

明

と

と

も

に

仕
え

た

が
､

当

陽
で

曹
操
に

大

敗
し

た

と

き

母

親
が

捕
え

ら

れ

た

た

め
､

己

む
な

く

曹
挽
に

仕
え

た

人

物
で

あ

る
｡

『

平
話
』

で

は

こ

れ

が

去
り

が

け
に

孔

明
を

推

挙

す

る

と

い

う

風
に

変
り
､

『

演
義
』

で

は

さ

ら

に

彼
の

老

母
の

挿

話
が

加

わ
っ

て

完
成

す
る
｡

徐
庶
は

無

勢
の

劉
備
の

参
謀
と

し
て

曹
仁
の

大

軍
を

撃
破
す
る

が
､

そ

の

才

能
に

惚
れ

こ

ん

だ

曹
操
は

彼
を

味
方
に

つ

け
る
ぺ

く
､

彼
の

母

親
を

捕
え

て

き

て

呼
び

寄
せ

の

書
面
を

書
か

せ

よ

う
と

す

る
｡

し
か

し

気
丈
な

母

親
に

拒
否
さ

れ

た

の

で
､

そ

の

筆
跡
を

真

似
た

偽
の

書
面
を

も
っ

て

徐
庶
を

呼
び

寄
せ

る
｡

そ

し

て

徐
庶
が

母

親
の

身
を

按
じ

て

戯

け
つ

け

る

と
､

母

親
は

明

主

劉
備
を

棄
て

て

逆
賊
曹
操
に

膝
を

屈
し

た

彼
を

罵
り
､

彼
の

面

前
で

自
殺
す
る

の

で

あ

る
｡

こ

の

徐
庶

と
そ

の

母

親
の

物
語
の

原
型
は
､

唐
代
の

変
文
｢

漠

将
王

陵
変
+

に

求
め

ら
れ

る
｡

｢

王

陵

変
+

は

『

史

記
･

陳

丞

相

世

家
』

と

『

漢
書
･

王

陵
伝
』

に

見
え

る

漢
初
の

功
臣
王

陵
と

そ

の

母

親

-
項
羽
に

捕
え

ら
れ

て

自
殺
す
る

-
の

故
事
を

敢
行

し

た

も

の

で

あ

る

が
､

徐
庶
の

説
話
に

取

込

ま

れ
､

｢

三

国
+

説

話
が

流
行
す
る

に

し

た
が

っ

て

忘
れ

ら
れ

て

い

っ

た

も
の

で

は

な

か

ろ

う
か
｡

ほ

か

に

も
､

『

平
話
』

に
一

回
だ

け

名
が

出
､

『

演

義
』

(

15
)

で

も

同
じ

く
一

回
だ

け

名
が

出
る

関
索
の

こ

と
､

関
羽
に

殉
じ
て

(

1 6
)

死
に

後
に

神
と
な

る

仮
空
の

人

物
周

倉
の

こ

と
な

ど
､

な

お

気
に

な

る

も
の

が

あ
る

が

紙
数
が

尽
き

た

の

で
､

次
の

機
会
に

譲
る

こ

と
に

し

た

い

が
､

こ

の

関
索
説
話
の

よ

う
に

｢

三

国
+

説
話
の

な

か

に

は

『

演
義
』

に

い

た

る

過

程
で

淘
汰
さ

れ

消
え

て

い

っ

た

説

話
も
あ

る

だ

ろ

う
し
､

逆
に

｢

王

陵
変
+

説
話
の

よ

う
に

主

人

公

を

変
え
て

生
き

残
っ

た

他
系
統
の

説
話
も

な

お

い

く
つ

か

ぁ

る

は

ず
だ
｡

宋
か

ら

元
･

明
へ

か

け
て

の

｢

三

国
+

説
話
の

発
展
期
は
､

市

民

社
会
の

発
展
に

と
も

な

う
大

衆

芸
能
界
の

発
展
期
と

か

さ

な

る
｡

■7

南
宋
に

お

い

て

ほ
､

｢

三

国

㌧
｢

五

代
史
+

な

ど

の

歴

史

物
に

つ

が

+
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づ

き
､

｢

水

瀞
+

や

｢

岳
伝
+

な

ど

同

時
代
の

英

雄

需
が

レ

パ

ー

ト

リ

ー

に

加

わ
っ

て

く
る
｡

｢

三

国
+

説

話
も

当

然
い

つ

ま

で

も

素
朴
な

『

平

話
』

の

段
階
に

と

ど

ま
っ

て

は

い

ら
れ

な

く
な

る
｡

民

衆

-
広
義
の

｢

読
者
+

-
が

そ

れ

を

許
し
は

し

な
い
｡

そ

う
し

た

｢

読
者
+

の

意
向
を

汲
み

取
り

な
が

ら
､

動
か

せ

な
い

資

料
で

あ

る

『

三

国

志
』

の

枠
組
の

な

か

で
､

増
幅
に

増
幅
を

重
ね
､

ま

た

淘
汰
に

淘
汰
を

重
ね

て

形
成

さ

れ

た

の

が

『

三

国

演
義
』

の

数
多
の

人

物
像
で

あ

る

上

は
､

｢

七

実
三

虚
+

と

言
わ

れ

る

こ

の

｢

三

虚
+

の

空

間
こ

そ

が

歴
代
民

衆
の

夢
を

集
約
し
た

と
こ

ろ

と

見
る

こ

と

が

で

き
よ

う
｡

そ

し

て
､

後
世
の

読
者
で

あ

る

わ

れ

わ

れ

は
､

こ

の

｢

三

虚
+

の

空

間
か

ら
､

逆
に

歴
代
中
国

民

衆
の

な

ま

な
ま

し
い

息

吹
き

を

読
み

取
る

こ

と

が

で

き
る

の

で

は

あ

る

ま

ヽ

ヽ

一

〇

､

U

一

刀
(

1
)

増
田

渉
氏

訳

『

中

国

小

説

史
･

上
』

(

昭

和
三

十

七

年
十
二

月
｡

岩
波

文

庫
)

二
一

五
ぺ

■
-

ジ
｡

本

書

原

題
は

『

中

国
小

説

史
略
』
｡

(

2
)

『

三

国

演

義
』

の

作
者
は

元

未

明

初
の

人

羅
貰
中
と

い

わ

れ

て

い

る

が
､

確
証

は

な
い

｡

こ

こ

で

い

う

作
者
と

は

『

三

国

志

平

話
』

の

筆
者
で

あ

る

無

名
の

口

演
台

本

作

成

者
や

そ

の

他
の

台

本

作
者
､

講
釈
師

を

含
め

た

作
者

た

ち
の

こ

と
で

あ
る
｡

(

3
)

小

文
で

用
い

た

テ

キ

ス

ト

は
､

中

華
書

局

版
『

三

国

志
』

(

一

九
五

九

年
十
二

月

初

版
)
､

上

海
古

典

文
学

出

版

社

版

『

三

国

志

平

話
』

(

一

九
五

五

年
四

月

初

版
)
､

作

家

出

版

社

版

『

三

国

演

義
』

(

一

九
五

五

年
九

月

初

版
)

で

あ

る
｡

こ

の

『

三

国

演

義
』

は

流

布

本
の

い

わ

ゆ
る

毛

宗
山

岡

本
で

あ

る
｡

(

4
)

義
兄

弟
の

約
束
を

し
て

い

る

場
合
に

ほ
､

例
え

ば

｢

局

志
･

馬

超
伝
+

の

〔

注
〕

に

｢

典
略
に

日

く
+

と

し

て

｢

(

馬

謄
)

会

三

輔

ββ∂

乱
､

不

復

来

東
､

而

与

鎮

西

将
軍

韓

遂

結

為

異
性

兄

弟
､

…

…
+

と

見

え

る

よ

う
に

書
か

れ
る

は

ず
で

あ
る
｡

(

5
)

ィ
局

志
･

先

主

伝
+

に

｢

(

公

孫
)

項
深
与

先

主

相
友
｡

墳
年

長
､

.
先

主

以

兄

事

之
+

と

あ

り
､

こ

れ

も

義

兄

弟
を

意
味

す
る

も

の

で

は

な
い

｡

(

6
)

趨

樹
理

｢

『

三

豊

湾
』

写

作

前

後
+

(

｢

文

芸

報
+

一

九

五

五

年

第
十

九

号
)

に
､

講
釈

な

ど

中

国

伝

統

芸

能
の

手

法
に

つ

い

て

の

詳

し
い

説

明

が

あ

る
｡

(

7
)

真
筆
節

『

関

公

的

人

稗
与

神

格
』

(

台

湾
商

務

印

書

館
｡

一

九

六

七

年
一

月
)

に

よ

れ

ば
､

関

羽
の

神

格

化
は
､

北

宋
･

哲

宗
の

紹

聖
三

年
(

一

〇

九
六
)

､

荊
州

玉

泉
山
の

関

羽
の

嗣
が

勅

命
に

よ
っ

て

｢

顕
烈

廟
+

と

命
名

さ

れ

た
こ

と

か

ら

は

じ

ま

る

と

さ

れ

る
｡

(

一

三

二

ぺ

-

ジ
)

(

8
)

魯
迅
､

前
掲

書
二
一

三
ぺ

-

ジ
｡

(

9
)

｢

呉

志
･

魯
粛
伝
+

本

文
お

よ

び

｢

注
+

｡

(

1 0
)

｢

呉
志
･

孫

破

虜
伝
+

に
､

｢

(

孫
)

堅

復

相

収

兵
､

合

戦

於

陽

人
､

大

破

卓
軍
､

臭
其
都

督
華
雄

等
+

と

あ
る
｡

(

1 1
)

｢

局

志
･

関
羽

伝
+

に
､

建
安

五

年
(

二

〇

〇
)
､

関

羽
は

曹
操

ど



( 15 ) 『三 国 演義』 の ｢ 七 実三 虚+ に つ い て

の

先

鋒
と

し

て

白
馬
に

出
陣
し
､

真

相

例
の

大

将
既

艮
の

首
を

取
っ

た

と
あ

る

が
､

文

醜
を

殺
し

た
こ

と

ほ

出
て

い

な
い

｡

文

醗
の

こ

と

は

｢

魂
志
･

武
帝

紀
+

建
安
五

年
二

月
の

項
に

見

え
､

曹
操
が

自

ら

指
揮
し

た

騎
兵

隊
に

斬
ら

れ

た

と

あ

る
｡

(

1 2
)

『

志

林
』

巷
六
｡

｢

王

諺

嘗
云
､

『

塗

巷

中

小

児

薄

劣
､

其

家

所

厭
苦
､

晰
与

銭
､

令
乗
坐

聴
説

古

語
､

至

説

三

国

事
､

聞

劉

玄

徳

敗
､

頻
愛

眉
､

有

出
沸

者
､

聞

曹
操
敗
､

即

喜
唱

快
｡

』

以

是

知

君

子

小

人

之

沢
､

百

世

不

斬
｡

+

(

孔

男

境
『

中
国

小

説

史

料
』

よ

り

引

用
)

こ

の

文

革
は
､

北

宋
末
の

説
話

-
講
釈

1
の

様

子

を

伝

え
る

も

の

と

し
て

も

第
一

級
の

資
料
で

あ

る
｡

(

13
)

元

刊

本

『

三

国

志

平

話
』

は
､

見

返

し

に
､

｢

建

安

虞

氏

新

刊
+

･

｢

至

治

新

刊
+

と

｢

新

刊
+

で

あ

る

こ

と

水
強

調

さ

れ
て

い

る
｡

こ

こ

か

ら

鄭

振

鐸
は
､

｢

新
刊
+

と
い

う

限
り

そ

の

底
本

と

な
っ

た

も
の

が

あ

る

に

違
い

な
い

と

推
察
し

て

い

る
｡

(

｢

三

国

志

演

義
的

演

化
+

･

『

中

国

文

学

論
集
』

所

収
｡

一

九
三

四

年
)

建
安

は

福

建

省
の

地

名
で

あ

り
､

同
地

は

通

俗
図

書

出

版
の

盛

ん

な

と
こ

ろ
で

あ
っ

た

か

ら
､

他
の

香

車
か

ら

宅

他
の

『

三

国
平

話
』

が

出

て

い

た

可

能

性

ほ

十

分
に

あ
る
｡

(

1 4
)

魯
迅
､

前

掲

幸
二
一

五
ペ

ー

ジ
｡

(

1 5
)

関

索
が

関

羽
の

遺
児
と

し

て
･
顔
を

出
す

の

は
､

影

印

本

『

平

話
』

下

巻
第

十

六

葉
(

上

海

古

典

文

学

出
版

社
活

字
本

で

は
一

二

九

ペ

ー

ジ
)

で

あ
る

が
､

そ

の

前

後
に
､

同
じ

く

関

羽
の

遺
児

で

あ
る

関

平
の

名

が

出
て

い

る

と

こ

ろ
を

見
る

と
､

お

そ

ら

く

同
一

人

物
で

は

な
い

か

と

思

わ

れ
､

関

索

と
い

う
■
の

は
､

あ

る

い

は

板

下

書

き
の

書
き

間

違
え
で

は

な
い

か

と
い

う

気
が

す
る
｡

『

演

義
』

で

は

第

八

十

七

回
､

話
の

筋
か

ら
い

え

ば

『

平

話
』

と

同
じ

場
所
に

出
る
｡

そ

こ

で

は

関

羽
の

第
三

子
で
､

荊
州

失

陥
の

際

負
傷
し
､

治

療
し
て

い

た

と
い

う

触
れ

こ

み

で

現

わ
れ

る

わ

け
だ

が
､

孔

明
が

先

鋒
の

一

員

に

加

え

た

と

あ

る

だ

け
で
､

以

下
､

名
が

出
る

こ

と

は

な
い

｡

そ

う

し
て

み

る

と
､

先
の

『

平

話
』

が

仮
り

に

関

平
の

間

違
い

と

し

て

も
､

間

違
い

が

そ

の

ま

ま

踏

襲
さ

れ
､

処

置
に

困
っ

た

『

演

義
』

作

者
が
､

こ

れ

ま

で

顔
を

出
せ

な
か

っ

た

事

情
を
こ

し
ら

え

た

と

推
測
で

き

な

い

こ

と

も

な
い

｡

こ

の

関

索
は

『

志
』

に

は
一

切

見
え

ず
､

｢

易

志
･

関

羽

伝
+

で

関

羽
の

子

と

さ

れ
て

い

る

の

は
､

関

興
･

開

平
の

二

人

だ

け

で

あ
る
｡

し
か

し
､

閑

索
と
い

う

名
は
､

商

宋
の

時
か

ら

知
ら

れ

て

い

た
｡

例
え

ば
､

『

水

済
』

の

原

型
で

あ

る

元

刊

本

『

大

宋
五

和

遺

草
』

に

は
､

賽
閑

索
と
い

う

渾
名
を

持
つ

王

雄
と

い

う

男
が

出

て

い

る
｡

『

水

砕
』

の

病

関

索

楊

雄
で

あ
る
｡

関

索
と

い

え

ば
､

宋

代
の

講
釈
で

は

英
雄

と

し

て

通
っ

て

い

た

の

だ
｡

『

平

岩
』

は

口

演

台
本

に

過

ぎ

な
い

も
の

だ
っ

た

か

ら
､

関

索
と

い

う

名
が

唐

突
に

出

て

き

て

も
､

講
釈

師

は

そ

こ

で
一

席

関

索
の

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

語
る

こ

と

が

で

き

た
の

だ
｡

と
こ

ろ
が
､

『

演

義
』

が

ま
と

め

ら

れ

た

元

未

明

初
頃
に

は
､

そ
の

名
の

み

残
っ

て
､

口

演
で

き

る

講
釈

師
が

い

な

く

な
っ

て

し

ま
っ

て

い

た

と
い

う
こ

と

も

考
え

ら
れ

る
｡

す
る

と
､

『

演

義
』

作

者
が
､

関

羽
の

第
三

子

な

ど
▼
と

苦
し

い

言

訳
を

考
え

た

理

由
が

わ
.
か

る

よ

う

な

気

が

す
る
｡

な
お
､

関

索
に

つ

い

て

は
､

小

川

環

樹

氏
の

詳
し
い

論
考

｢

関

索
の

伝

説

そ

の

ほ

か
+

(

『

中

国

小

説

O
U

史
の

研

究
』

所

収
｡

岩

波

書

店
｡

昭

和

四

十
三

年
十
一

月
｡

初

出
は

が



一 橋論叢 第七 十八 巻 第三 号 ( 1 6 )

岩

波
文

庫
『

三

国
志
』

第

八

冊
､

付

録
｡

昭

和
三

十

九

年
二

月
)

が

あ
る
｡

(

1 6
)

､
周

倉
は

『

志
』

に

は

出
て

い

な
い

人

物
で

あ

る
｡

『

演

義
』

で

ほ

黄
巾

賊
の

残

党
か

ら

関

羽
の

部
下

と

な
り
､

最

後
ま

で

そ

の

片
腕

と

な
っ

て

活

躍

す

る

英
雄
で

あ
る
｡

『

平

話
』

に

も

同
じ

名

が

出
る

が
､

関

羽
と

は

全
く

由
係
が

な

く
､

関

羽
の

死

後
､
･

孔

明
に

従
っ

て

即

舐

山
に

出
陣
す
る

部

将
の

一

人

と

し

て

で

あ

る
バ

そ
の

周

倉
が
､

ど

β

ぅ

し
て

関
羽

と

結
び

つ

く
こ

と
に

な

る

の

か
､

こ

れ

も

疑
問
で

あ

る
｡

(

慶
応
義
塾
大

学

教
授

二
橋
大

学
講

師
)




